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片倉コープアグリ株式会社　

όΠΦεςΟϛϡϥϯτࡐࢿɿ
஠ૉݻ定ەࡉʮϢʔτϦγϟ5./ʯ

１　は͡Ίʹ

　農林水産省が策定した「みどりの食料シス
テムઓ略」では、2050年までに化学肥料の࢖
用量を30％、化学農ༀをリスク換ࢉで50％低
減するという۩体的な目標がܝげられ、環境
ෛՙを低減し、持続可能な食料生産システム
への転換が強く求められています。また、近
年の気ީ変動による高温や日照不足は、作物
の収量や඼質の低下をটいており、食料の安
定生産も大きな課題となっています。
　これらの課題を解ܾする新たな農業資材
としてバイΦステΟミュラント資材（以下、
#S資材）が஫目されています。#S資材は、
作物のӫ養効率の改善や଱ストレス性の付与
を通じて収量や඼質の安定化に資する資材で
す。農林水産ٕज़会ٞࣄ຿ہの報告によれ
ば、その世քࢢ場は2030年に7
474ԯԁن໛
へ拡大する見通しです。このような背ܠのも
と、片倉コープアグリ株式会社はコルテバ・
アグリサイエンス日本株式会社と協業し、窒
素固定菌を活用した#S資材「Ϣートリシャ
5.N」の全ࠃల開を2025年６月より開始しま
した。本稿では、「Ϣートリシャ5.N」が持
続可能な農業にどのようにݙߩできるのか、
その特長と効果的な࢖い方を実ূデータとと
もに͝঺հします。

৽੡品঺հ　

２　ʮϢʔトϦγϟ 5./ʯとは

　「Ϣートリシャ5.N」は、コルテバ・ア
グリサイエンスが開発・提供する#S資材
であり、世ք֤ࠃでの豊෋な利用実੷をも
とに日本ࠃ内向けにಋ入された製඼（写真
１）です。本資材に含まれる窒素固定菌

（.FtIZMPCaDtFSJVm TZmCJPtJDVm S#23）は、
葉໘ࢄ෍によって作物内にڞ生し、大気中の
窒素をアンモニウムに変換して植物に供給し
ます（図１、図２）。これにより、土壌中の
肥料に過度にґ存せず、作物が必要とする窒
素の一部を࿫うことが可能です。
１）「Ϣートリシャ5.N」に含まれるメチロ

バクテリウムは、気޸を通じて植物体内に
入り、その後、細胞間ܺに入り込み植物体

写真̍　Ϣートリシャ5./のแࡐと中਎
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内で定着・増殖します。
２）メチロバクテリウムは、ニトロゲナーθ

という酵素を持ち、空気中の窒素（N2）を
アンモニウム（NH4

�）に変換します。
３）植物は、メチロバクテリウムから供給さ

れるアンモニウムを࢖用してグルタミンを
生成し、アミノ酸やタンパク質の生成など
植物の成長に໾立てます。

˞「Ϣートリシャ5.N」は、植物のグルタミ
ン濃度に応じて窒素固定を調અするため、
アンモニウムが過剰に生成されることはあ
りません。

３　ʮϢʔトϦγϟ5./ʯ੡品֓要

w 成分名শ及び含有量：
　　.FtIZMPCaDtFSJVm TZmCJPtJDVm S#23

w 製ࡎ種類：水࿨ࡎ　
w 性　　状：ドライ඼
w แ　　૷：333g/ା

４　ʮϢʔトϦγϟ5./ʯの特௕

１）葉໘から窒素を供給
根からの肥料吸収に加え、葉からも空気

中窒素をऔり込むことで、作物の窒素供給
量を最適に保つことが期待できます。

２）一度のࢄ෍で収穫まで
一度定着したメチロバクテリウムは生育

とともに作物全体に広がり、収穫期まで窒
素固定をܧ続します。そのため、栽培後半
に減少しがちな土壌中窒素をิい、収量と
඼質の安定にݙߩします。

３）流亡しない窒素
空気中の窒素を利用するため、従来の窒

素肥料とは異なり溶脱・ش発・脱窒による
流亡がなく、環境ෛՙの少ない資材です。

５　ʮϢʔトϦγϟ5./ʯのޮՌత
　　ͳ࢖いํ、ޮՌతͳ࢖༻ํ๏

w 　෍時期：作物の生育前半（Ԣ੝な生育ࢄ
　期の前半）にࢄ෍すると効果的です。
w 作物͝とのࢄ෍時期の目安
　水　稲：分げつ期͝Ζ（分げつ初期）。
　葉菜類・果菜類・その他野菜類：
　　生育初期（４～８葉期͝Ζ）。
　麦類・その他ࠄ類：
　　４葉期～茎立期（ౙ小麦のౙق休຾期を
　　除く）。
　豆類・とうもΖこし：４～８葉期͝Ζ。
　果樹類：生育初期（新ধ৳長期）。
　Ϳどう：５葉期～果実肥大中期͝Ζ。
w ：用量࢖
　１ϔクタールあたり 333g（１ା）。
w ：用方๏࢖
　水にرऍして葉໘ࢄ෍（ドローンࢄ෍も可
　能）。

図̍　Ϣートリシャ5./の作用機ߏ

図̎　メチϩόクテリウムの葉໘コϩニー形成
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６　ʮϢʔトϦγϟ5./ʯの࣮ূࢼ
ʢコϧςό・ΞάϦαΠΤྫࣄݧ　

　　ϯスʹΑるݧࢼʣ

　「Ϣートリシャ5.N」の効果を実ূするた
め、ࠃ内の圃場で試験を行いました。

ʲ水稲：2023年（北海道）r
１）試験֓要

w 試験目的：窒素׳行施用۠および窒素減
肥۠で「Ϣートリシャ5.N」ॲ理による
収量への影響をධ価しました。

　˞減肥۠での試験は、過ࠅ条件下での効
　果を確ೝするためにઃஔしたものであ
　り、減肥をਪ঑するものではありませ
　ん。

２）試験ઃܭ
w 供試作物：水稲（඼種：ななつぼし） 。
w 試験方๏：׳行施肥۠と減肥۠それͧれ

に、「Ϣートリシャ5.N」を１回ࢄ෍し
無ॲ理۠との比較を行いました。

w ෍方๏：移植45日後に「Ϣートリシャࢄ
5.N」（333g/Ia）のرऍ液（100-/10a）
を動力෾ໄثでࢄ෍しました。

３）試験結果（図３）
w 463
行施肥۠では、無ॲ理（5׳Lg/Ia）

に比べて「Ϣートリシャ5.N」ॲ理の収
量（5
566Lg/Ia）が໿２％増加しました。

w 窒素を33%削減した減肥۠では、無ॲ理
（5
199Lg/Ia）に比べて、「Ϣートリシャ

5.N」ॲ理の収量（5
603Lg/Ia）が໿７％
増収し、׳行施肥۠の収量を上回る結果
となりました。

w 「Ϣートリシャ5.N」ॲ理では、圃場内
の収量バラツキが少なくなる傾向が見ら
れ　（図３の੺線部分）、収量の安定化に
も寄与することがࣔࠦされました。

ʲキャベツ：2023年（ಢ木県）r
１）試験֓要

w 試験目的：窒素׳行施用条件下で、「Ϣー
トリシャ5.N」ॲ理による収量への影響

図３　水Ҵの収量ൺֱ

5,566 5,463 5,603
5,199
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写真̎　キャϕπのൺֱ写真

をධ価しました
２）試験ઃܭ

w 供試作物：キャベツ（඼種：ۚ 系201号）。
w 試験方๏：「Ϣートリシャ5.N」を１回

෍し、無ॲ理۠との比較を行いましࢄ
た。

w ෍方๏：移植７日後に「Ϣートリシャࢄ
5.N」（333g/Ia）のرऍ液（175-/10a）
を動力෾ໄثでࢄ෍しました。

７　おΘりʹ

　「Ϣートリシャ5.N」は、大気中の窒素と
いう未利用資ݯを活用することで、生産性の
向上と環境ෛՙの低減を両立させる#S資材
です。本製඼は、化学肥料の࢖用量削減を目
指す「みどりの食料システムઓ略」の目標達
成にもݙߩし、日本の農業が直໘する課題解
ܾの一助となる可能性をൿめています。
　当社は、ࠓ後も地域や作物の特性に応じた
最適な࢖用方๏の確立を進め、本資材のී及
を通じて、ࠃ内農業の持続的発లにݙߩして
まいります 。

図４　キャϕπの収量ൺֱ

３）試験結果
w 試験۠において、「Ϣートリシャ5.Nॲ

理۠」の平ۉ重量が1
829gとなり、無
ॲ理۠（1
585g）に比べて໿15％の増収
が確ೝされました（図４、写真２）。

ແॲ理 ϢʔトϦγϟ/

1,585
1,829
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